
島原半島北部の唐比低地における湿地堆積物の形成過程
Formation process of swamp sediments of the Karako Lowland

 in northern Shimabara Peninsula, Western Japan
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Abstract
　The Karako lowland,  located about 13 km west of the Unzen Volcano, has thick bog sediments consisting 
of peat and mud layers. These sediments are expected to record the activity history of the Chijiwa fault and 
Unzen Volcano. To detect those histories with high accuracy, we obtained several sediment cores  and conducted 
radiocarbon (14C) dating with AMS. The results were compared with ground penetrating radar cross-sections to 
examine the formation process of the wetland deposits.
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1.  はじめに
島原半島の付け根に位置する長崎県諫早市森山町の唐

か ら こ

比低地は、東西方向に延びる中央部の海抜
が+0.2 m程度の沿岸低湿地である（図1A）。この低地は、海岸に標高6~9 mの礫洲が発達しており、東
西方向に最大1.5 km、南北方向に最大0.8 km程度の広さを持つ（図1B）。低地北縁部には雲仙岳の北
部から西方へとのびる正断層である千

ち ぢ わ

々石断層（堤, 1989; 長崎県,  2004; 松岡ほか, 2004; 堤ほか, 2015）
が伏在しており、断層線の延長に沿って唐比川が東流している。低地の深度11 m以浅には泥炭層や
泥層からなる湿地堆積物がボーリング調査（長崎県, 2004; 松岡ほか, 1990, 1996; 松岡・竹村, 1993; 長
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谷ほか, 2007; Fukumoto, 2011; 山内ほか, 2015; 中西ほか, 2017）によって確認され、淡水生~汽水-海生
の珪藻化石の産出が報告されている（長崎県, 2004; Fukumoto, 2011; 山内ほか, 2015）。こうした沿岸
低地に発達した湿地堆積物は、ほぼ水平に形成されてきたと考えられるので（阪口, 1974）、過去の断
層活動や火山噴火史を精度良く記録していると期待される（de Lange & Lowe, 1990）。本稿では、千々
石断層の西側延長にあたる低地北西部において3地点でコア試料（図1のSGP1~3）の岩相、火山灰（テ
フラ）、放射性炭素（14C）年代値の分析結果を記載して湿地堆積物の形成過程を検討する。また、こ
れらの掘削地点に隣接した測線IMK1の地中レーダ探査結果（中西ほか, 2017）を紹介して、調査地域
の約800 m東方の既存の群列ボーリング調査での堆積曲線（長崎県, 2004）と対比する。

2.  ボーリングコアの採取と年代測定
唐比低地の北西部において千々石断層が伏在していると予想される唐比川を挟んだ測線上で

SGP1~3の合計3本のボーリングコア試料を採取した。深度3 mまでの掘削作業はエンジン打撃式採土
機（パーカッション採土器:大起理化工業株式会社DIK-121E）を用い、それ以深はピートサンプラー

（フラップオーガー: 大起理化工業株式会社DIK-107A）を用いた。掘進長はSGP1およびSGP 3コアが
深さ5.5 mで、SGP2コアが深さ4.0 mであった。これらのコア掘削地点を結んだ道路上で水準測量を
行い、地表面の標高差を測定した。採取したコア試料を福岡大学に持ち帰り、半裁して岩相を記載
した。また、断層の沈降側と隆起側に位置するSGP3およびSGP1コアから葉や種子などの植物片の
うち保存状態のよい16試料を選定して、超音波洗浄機で泥分を除去した後で、酸-アルカリ-酸処理を
行って汚染を除去した。その際、上位から伸長する根は試料として選定しないように配慮した。そ
の残渣を用いて、韓国地質資源研究院（KIGAM）および福岡大学理学部地球圏科学科において水素還
元法でグラファイト試料を調製した。KIGAMでは自動還元処理装置（Hong et al., 2010a）を用いて調
製した。それらをKIGAM、日本原子力研究開発機構東濃地科学センター（JAT）および名古屋大学宇
宙地球環境研究所（NUTA2）でプレス処理して、各機関の加速器質量分析（AMS）システム（Hong et 
al., 2010b; Saito-Kokubu et al., 2019; Nakamura et al., 2000）を用いて14C年代値とδ13C値を測定した。同
位体分別補正にはAMSで測定されたδ13C値を用いた。年代値を暦年較正する際にはCalib7.10（Stuiver 
et al., 2017）およびINTCAL13（Reimer et al., 2013）を用いた。

 

図1 調査地域位置図
A； 唐比低地周辺の標高段彩陰影図。国土地理院の50 m DEMおよび海陸統合250 m DEM（岸本，2000）を

基にしてGMT（Wessel & Smith, 1998）で作成した。
B；ボーリングコア掘削地点と地中レーダ探査測線。基図は森山町発行の1:10,000の地形図。
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表1  SGP1およびSGP3コアのAMS放射性炭素年代値

図2  SGP1～3コアの解析結果と測線IMK1における地中レーダ探査結果
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3.  ボーリング調査および年代測定の結果

SGP1~3コアは最上部の褐色の表土を除くと、ほとんどが未分解の有機物質からなる黒色~褐色の
泥炭層とオリーブ褐色の泥炭質泥層の互層からなり、部分的に極細粒砂~粗粒砂層を挟在する（図2）。
これらは、泥炭と泥炭質泥の優勢度によって下記の4ユニットに区分される。以下に、それらの層相
と14C年代値（表1）を記載する。

最上部の泥炭優勢のユニット1は、SGP1コアの深度0.7~1.8 m、SGP2コアの深度0.5~1.3 mおよび
SGP3コアの深度0.5~1.5 mで構成され、SGP3コアの深度0.75~1.0 mのみが泥質であった。 SGP1およ
びSGP3コアで1.2~2.3 cal ka BPの14C年代値が得られた。

その下位の泥炭質泥優勢のユニット2は、SGP1コアの深度1.8~3.0 m、SGP2コアの深度1.3~2.6 mお
よびSGP3コアの深度1.5~2.6 mでみられ、SGP1コアの深度2.35~2.8 mのみが泥炭質であった。ユニッ
ト2からは3.1~4.7 cal ka BPの14C年代値が得られた。

その下位の泥炭優勢のユニット3は、SGP1コアの深度3.0~5.3 m、SGP2コアの深度2.6~3.7 mおよび
SGP3コアの深度2.6~4.0 mで構成され、SGP1コアの深度4.3~4.8 mのみが泥質であった。SGP1コアの

図3　唐比低地北部の千々石断層付近の堆積曲線
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深度3.15~3.24 mおよびSGP2コアの深度2.68 m、SGP3コアの深度2.97 mに灰白色のテフラ層が挟在し
ており、これらは層位的に唐比火山灰（Kr: 松岡ほか, 1990, 1996; 松岡・竹村, 1993, 長崎県, 2004）に
対比される。ユニット3からは4.7~5.5 cal ka BPの14C年代値が得られた。

最下部の泥炭優勢のユニット4は、SGP1コアの深度5.3~5.5 m、SGP2コアの深度3.7~4.0 mおよび
SGP3コアの深度4.0~5.5 mでみられる。5.7~6.5 cal ka BPの14C年代値が得られた。

4.  結論
唐比低地北西部のSGP1およびSGP 3コアで得られたすべての14C年代値は層序関係と矛盾がなく、

堆積曲線は5.0~5.5 cal ka BP頃に若干のずれが認められるが概ね一致する結果となった（図3）。これ
らの堆積曲線は、低地北東部の千々石断層を横断する測線上で掘削された群列ボーリング調査の隆
起側（No.13および15）で得られた堆積曲線と整合的であり、沈降側のNo.11および14とは明らかに異
なる。したがって、低地北東部の千々石断層の伏在位置はSGP1コアの掘削地点よりも南側であると
考えられ、測線IMK1の地中レーダ断面の測線距離180~190の標高+1~-2 mの2ﾟ以上南傾斜する反射面
に相当する可能性がある（図2）。今後、同地点よりも南側でボーリング調査を実施すれば、千々石断
層の伏在位置および活動履歴について詳しく検討できると期待される。
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日本語要旨
雲仙火山の約13 km西方にある唐比低地には泥炭層や泥層からなる湿地堆積物が厚く分布してお

り、それらの堆積物には千々石断層や雲仙火山の活動履歴が記録されていることが期待される。そ
れらの履歴を精度よく検知するために、複数本のボーリングコアを掘削して放射性炭素年代値を測
定した。それらの結果を地中レーダ探査断面と対比して湿地堆積物の形成過程を検討した。
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